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輸入ＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験結果について
　昨年１２月、沖縄県の南西石油㈱で生産されたＬＰガス中の無機水銀の高濃度の含有により、気化器からのＬＰガス漏えい事故が発生致しました。

　ＬＰガス元売団体である当協会と致しましては、本件の重要性・緊急性に鑑み、昨年１２月１８日、「Ｈｇ含有問題対策本部」を設置し、直ちに国内の全てのＬＰガス輸入基地等（一部２次基地・天然ガス鉱場含む）を対象にＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験を実施致しました。また、同分析試験結果に基づき、ＬＰガス燃焼時における排ガス中の無機水銀濃度及び同摂取量について計算を行うとともに、各種基準値等との比較・検討を行って参りました。

　この結果、同分析値は、事故当時南西石油（株）が生産したＬＰガス中に含まれていた無機水銀の濃度の最高値と比べ数百分の一以下と著しく下回っていることがわかりました。また、別紙の説明資料のとおり、ＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験結果に基づく空気中の無機水銀濃度の計算値は、ＷＨＯ（世界保健機構）の大気環境ガイドラインやＥＰＡ（米国環境保護局）の濃度参考値等に比べ大幅に下回っており、LPガス消費者の健康への影響については、全国のＬＰガス輸入基地等におけるＬＰガス中の無機水銀含有量は問題ない数値であると考えられます。

  また、全国の製油所から生産されたＬＰガスにつきましても、すでに石油連盟で同様の無機水銀含有量分析試験を実施しており、同分析試験結果は当協会における数値とほぼ同様です。

  LPガス消費者の健康への影響については、以上のとおりでありますが、LＰガス供給機器等への影響につきましては、現在、高圧ガス保安協会内に設置された「水銀影響調査委員会」におきまして、今年３月末のとりまとめを目途に調査・検討を行っております。当協会と致しましては、その結果によっては更なる対応策を講じることと致します。

　当協会は、今後とも消費者の皆様に安心してLPガスをご使用頂けるよう、ＬＰガスの安定供給確保とともに、品質面につきましても万全を期していく所存でありますので、皆様方のご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

（お問い合わせ先：日本ＬＰガス協会　仲村・渡辺

　東京都港区虎ノ門1－14－1琴平ビル　TEL03－3503－5741   FAX03－3580－7776）

平成１４年３月１２日

輸入ＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験結果について（説明資料）

1． ＬＰガス輸入基地等のＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験結果（概要表参照）

      全国のＬＰガス輸入基地等（一部２次基地・天然ガス鉱場含む）40事業所におけるＬＰガス中の無機水銀含有量分析試験結果は、いずれも0.005ｍｇ／Ｎｍ３未満の無機水銀濃度であり、このうち0.001ｍｇ／Ｎｍ３未満の事業所が全体の約８割を占めた。

２．排ガス中の無機水銀濃度計算

      この0.005ｍｇ／Ｎｍ３未満のＬＰガス中の無機水銀濃度に基づき、プロパンガス燃焼時におけるバーナー出口付近での排ガス中の無機水銀濃度を計算すると、0.0002ｍｇ／Ｎｍ３となり、さらに消費者が吸引する際には部屋の空気に希釈され、0.000003～0.000028ｍｇ／Ｎｍ３に低下する。この無機水銀濃度は、大気中の無機水銀を含めてもWHO（世界保健機構）の大気環境ガイドライン0.001ｍｇ／Ｎｍ３やEPA（米国環境保護局）の濃度参考値0.0003ｍｇ／Ｎｍ３と比べて極めて小さい値である。

３．排ガス中の無機水銀摂取量 

      さらに、上記の排ガス中の無機水銀濃度の0.0002ｍｇ／Ｎｍ３ に基づき、

    １日当たりのプロパンガス燃焼排ガス中の無機水銀摂取量を計算すると、

     0.0000015～0.0000504ｍｇ／日（一般大気中の摂取量を含めると

     0.0000408　～0.000249ｍｇ／日）であり、上記EPAの参考値

     0.0003ｍｇ／Ｎｍ３に基づく摂取量（計算値）0.00397ｍｇ／日に比べ

    て極めて小さい値である。

４．  以上、全国のＬＰガス輸入基地等におけるＬＰガス中の無機水銀含有量

  （0.005ｍｇ／Ｎｍ３未満）は、ＬＰガス消費者の健康への影響については問題ない数値であると判断する。

